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平
成
25
年
3
月
定
例
会
は
３
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の
11
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
一
般
会
計
当
初
予
算
を
始
め
、
条
例
改
正
な
ど
42
議
案
、
委

員
会
提
出
議
案
3
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

国民健康保険
医療給付

震災前との
比　較

支 

出
収 
入

繰入金
（貯金の取崩し）

11%
7億2662万円

一般会計予算 総額67億1000万円

その他（自主財源） 5%
3億1036万円

その他（依存財源） 3%
2億2117万円

町税 34%
22億8029万円

特別地方交付税 7%
5億0000万円

県支出金 8%
5億1907万円

国庫支出金 32%
21億5247万円

自主
財源
50%

依存
財源
50%

総務費 50%
33億1751万円

民生費 19%
12億4965万円

その他 12%
7億9600万円

教育費 8%
5億4509万円

消防費 4%
2億8896万円

商工費 2%
1億5319万円

土木費 5%
3億5956万円

特別会計予算
国民健康保険…………… 17億 9095 万円
介護保険…………………… 9億 2201 万円
後期高齢者医療………………… 6743 万円
地域下水道…………………………199 万円
特定環境保全公共下水道………… 17万円

農業集落排水……………………… 10万円
坂下ダム施設管理……………… 3400 万円
奨学資金貸与…………………… 2172 万円
工業団地造成…………………………5万円
住宅団地造成…………………………5万円
中央台霊園管理………………………7万円

当  

初  

予  

算

特  

別  

会  

計
平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

の
当
初
予
算
は
、
17
億
９
０
９
５
万
円

と
な
り
、
震
災
前
の
予
算
と
比
較
し
て

6
億
２
４
５
９
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
保
険
者
の
増

加
で
医
療
給
付
が
4
億
８
４
４
５
万
円
増

え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
避
難
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
崩
壊
、
狭
小
な
生
活
環
境
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
な
ど
が
起
因
し
て
お
り
ま
す
。

議
会
は
住
環
境
を
は
じ
め
、
生
活
環
境

の
改
善
な
ど
を
町
に
強
く
働
き
か
け
ま
し

た
。

復興予算5億円交付される復興予算5億円交付される

４億8445万円増４億8445万円増
世帯数、保険者数の動向（震災前〜25年）

世帯数 増　減 保険者数 増　減
震　 災　 前 1538 ー 2780 ー
平成24年3月末 2003 増　465 3896 増 1116
平成25年3月末 2051 増　513 4047 増 1267

予算額・医療給付額の比較
当初予算 増　減 医療給付 増　減

平成22年度 11億6636万円 ー 7億4771万円 ー
平成23年度 11億3517万円 減     3119万円 7億4549万円 減      222万円
平成24年度 14億8473万円 増 3億1837万円 10億4168万円 増 2億9397万円
平成25年度 17億9095万円 増 6億2459万円 12億3216万円 増 4億8445万円
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補  

正  

予  

算

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
、
町
民

間
の
き
ず
な
を
維
持
す
る
事
業
で
す
。

　

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
充

実
な
ど
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
町

に
要
望
し
ま
し
た
。

　

大
熊
町
で
は
通
信
料
を
無
料
と
す
る

だ
け
で
な
く
、
ウ
ィ
ル
ス
対
策
や
使
用

方
法
に
関
す
る
相
談
室
も
設
置
し
ま

す
。

通
信
費
含
め
て

１
億
９
０
４
５
万
円

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
付

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
様
子
を
取
材
し

町
の
広
報
で
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

３
１
５
万
円

住
民
訪
問
取
材

　

大
熊
中
学
校
が
40
周
年
、
熊
町
小
学

校
、
大
野
小
学
校
が
１
４
０
周
年
を
迎

え
創
立
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
10
年
ご
と
に
行
い
、
今

回
は
秋
ご
ろ
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

６
０
０
万
円

小
・
中
学
校
創
立
記
念

　

子
ど
も
た
ち
が
日
々
の
生
活
の
中
で
出
会
う

様
々
な
困
難
を
、
子
ど
も
の
側
に
立
っ
て
解
決

す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
全
県
に
対
応
し
、
子
ど
も
た
ち

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

４
０
０
万
円

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
緊
急
派
遣

　

総
合
健
診
、
乳
が
ん
検
診
な
ど
、
全
て
の
検
診

を
一
括
管
理
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ま
た
、
現
住
所
と
避
難
先
住
所
の
二
つ
の
住
所

を
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
８
万
円

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム

　

町
内
6
カ
所
に
新
設
し
ま
す
。

　

火
災
発
生
時
に
水
利
の
確
保
が
困
難
と
予
想

さ
れ
る
地
域
の
防
災
に
役
立
て
ま
す
。

　

維
持
・
管
理
は
広
域
消
防
署
で
実
施
し
ま
す
。

２
５
１
９
万
円

防
火
水
槽
新
設

タブレットの活用で
町民の輪が広がる
タブレットの活用で
町民の和が広がる

どんどん活用しましょう

熊町・大野小学校（旧河東第三小学校）
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固
定
資
産
税

　

大
熊
町
に
居
住
し
て
い
な
い
た
め

今
年
度
も
引
き
続
き
免
除
と
な
り
ま

す
。 住

民
税

　

収
入
減
の
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
住
民
税
の
減
免
を
確
認
し
ま
し

た
。平成24年の所得金額 減免の割合 人口割合

300万円以下 全　額 59.5％

300万円を超え400万円以下 10分の9 12.6％

400万円を超え500万円以下 10分の7.5 9.7％

500万円を超え750万円以下 10分の5 11.2％

750万円を超え1000万円以下 10分の2.5 4.7％

1000万円以上 10分の1 1.9％

住民税減免継続
固定資産税は今年も免税

給
与･

報
酬
20
％
減
額

奨
学
資
金
給
付

6
年
制
大
学
に
も
対
象
拡
大

町
長
給
与�

20
％
減

副
町
長
給
与�

10
％
減
→
20
％
減

教
育
長
給
与�

10
％
減
→
20
％
減

議
員
報
酬�

20
％
減

　

有
能
で
あ
り
な
が
ら
経
済
的
理
由
で
大
学

進
学
が
困
難
な
方
に
、
奨
学
資
金
を
給
付
し

教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
改
正
は
医
学
部
、
薬
学
部
な
ど
６

年
制
大
学
に
も
対
象
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

●
成
績
が
総
合
的
に
優
秀

で
あ
る
。

●
い
わ
き
市
を
除
く
４
・

６
年
制
大
学
に
合
格
し

た
も
の
。

●
５
年
以
上
大
熊
町
に
住

所
が
あ
る
。

●
経
済
的
に
困
難
と
認
め

ら
れ
る
。

●
入
学
時
10
万
円
、
毎
月

５
万
円
の
給
付
。

●
第
三
者
選
考
委
員
会
を

設
置
し
公
平
に
。

●
中
途
退
学
は
全
額
返

金
。（
病
気
な
ど
の
場

合
は
給
付
停
止
に
な

る
）

　
給
付
の
条
件
は
？

　
内
容
は
？

【
実
施
期
間
】
平
成
２5
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

固定資産評価審査委員 大熊町監査委員

氏　　名　山本　茂
住　　所　熊字旭台87番地の１
生年月日　昭和24年１月13日
任　　期　平成25年３月20日より
　　　　　平成28年３月19日まで

氏　　名　吉田　裕彦
住　　所　熊川字古舘１番地の37
生年月日　昭和25年10月６日
任　　期　平成25年４月１日より
　　　　　平成29年３月31日まで

全会一致で可決 全会一致で可決
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原
発
か
ら
５
㌔
㍍

圏
内
が
予
防
的
防
護
措
置

を
準
備
す
る
区
域
（
Ｐ
Ａ

Ｚ
）
と
な
る
た
め
、
圏
内

に
あ
る
役
場
機
能
を
早
期

に
移
転
す
る
べ
き
。

ま
た
、
こ
の
区
域
の
除

染
時
期
は
廃
炉
作
業
完
了

後
と
し
、
環
境
整
備
を
進

め
る
の
が
最
良
の
選
択
で

は
な
い
か
。

　
　

５
㌔
㍍
圏
内
に
あ

る
役
場
の
移
転
は
時
期
尚

早
と
考
え
て
い
る
。

除
染
は
技
術
革
新
等
に

よ
り
飛
躍
的
に
進
む
こ
と

を
期
待
す
る
が
、
廃
炉
作

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
勘

案
し
５
年
間
で
見
極
め
判

断
し
た
い
。

　
　

経
済
構
造
を
根
本

的
に
見
直
し
具
体
的
な
将

来
像
を
示
さ
な
い
と
高
齢

者
だ
け
が
住
む
町
と
な

る
。

　
　

説
明
会
で
町
民
よ

り
緩
衝
地
帯
を
設
け
代
替

地
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

町
長
も
調
査
後
、
仮
に

設
置
と
な
っ
た
ら
代
替
地

を
求
め
て
い
く
と
発
言
を

し
た
が
、
大
熊
町
と
し
て

他
の
自
治
体
の
中
に
宅
地

を
用
意
す
る
の
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。

一
方
、
国
は
中
間
貯
蔵

施
設
の
目
途
が
立
た
な
け

れ
ば
、
福
島
県
復
興
の
基

本
と
な
る
条
件
整
備
が
成

り
立
た
な
い
。

近
隣
住
民
の
意
向
に
そ

っ
た
緩
衝
地
帯
を
設
け

代
替
地
を
補
償
す
る
よ
う

国
へ
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　

住
民
の
安
全
を
考

慮
し
た
施
設
の
立
地
範

囲
・
土
地
の
取
得
方
法

代
替
地
を
含
む
補
償
の
考

え
方
を
国
と
協
議
し
て
い

「
過
去
を
取
り
戻
す
と

い
う
考
え
方
」
か
ら
「
新

た
な
町
を
造
る
」
と
言
う

考
え
で
区
域
を
津
波
、高
・

低
線
量
に
分
け
復
興
計
画

を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
津
波
被
害
の
生
活

再
建
策
と
し
て
災
害
危
険

区
域
に
指
定
、
建
築
の
制

限
、
防
災
移
転
事
業
等
に

よ
り
土
地
を
買
い
上
げ
て

家
屋
再
建
の
助
成
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　

具
体
的
な
復
興
計

画
は
、
除
染
効
果
を
含
め

地
域
毎
の
計
画
、
帰
還
時

期
の
設
定
、
土
地
利
用
を

計
画
し
て
い
く
。

津
波
被
害
者
の
生
活
再

建
支
援
策
は
、
賠
償
の
状

況
や
中
間
貯
蔵
施
設
と
の

関
連
等
を
総
合
的
に
勘
案

し
進
め
る
。

早
い
機
会
に
判
断
し
て

い
く
。

る
。

　
　

住
民
意
向
調
査
で

避
難
中
に
希
望
す
る
居
住

形
態
は
自
己
所
有
を
望
む

と
答
え
た
町
民
が
約

54
％
、
災
害
公
営
住
宅
を

望
む
町
民
の
約
19
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
お
り
、
希

望
す
る
町
民
の
住
宅
地
も

国
へ
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

町
民
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
、
分
譲
地

も
含
め
国
県
と
協
議
し
て

い
る
。

近
隣
の
町
村
で
土
地
の

提
供
を
申
し
出
て
い
る
情

報
も
あ
り
、
県
に
も
伝
え

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
居
住
環
境
を
整
備
し

て
い
く
。

問

答

鈴
木

鈴
木

廣
嶋

廣
嶋

町
長

町
長

町
長

町
長

廣
嶋
　
公
治 

議
員

鈴
木
　
光
一 

議
員

　 緩衝地帯を設け代替地の提供を

　 代替地を含め国と協議している

　 役場機能の早期移転を

　 時期尚早と考える

問

答

一  

般  

質  

問 ５
㌔
圏
内

中
間
貯
蔵
施
設

町
政
を
問
う
　
復
興
へ
の
課
題
を
と
ら
え
て
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昨
年
区
域
が
見
直

さ
れ
先
行
除
染
を
実
施
し

て
お
り
、
平
成
24
～
25
年

度
の
除
染
で
大
川
原
地
区

を
拠
点
と
す
る
復
興
の
環

境
が
整
っ
て
く
る
。

今
後
は
５
年
後
の
帰
還

に
向
け
て
役
場
、
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
難
し

く
予
算
措
置
を
考
え
る
と

早
急
に
計
画
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

町
も
帰
還
に
向
け
た
復

興
計
画
の
策
定
を
国
に
要

望
し
て
い
る
が
、
震
災
当

初
か
ら
復
興
事
業
に
携
わ

り
、
町
を
熟
知
し
て
い
る

方
々
で
町
独
自
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
唱
え
て
い

く
こ
と
で
実
効
が
上
が
る

と
考
え
る
。

町
復
興
に
向
け
、
独
自

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る

頭
脳
集
団
シ
ン
ク
タ
ン
ク

組
織
を
立
ち
上
げ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

復
興
計
画
は
、
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と

認
識
し
て
お
り
、
５
年
後

に
考
え
る
の
で
は
な
く

新
年
度
か
ら
将
来
を
見
据

　
　

 

仕
事
を
探
し
に
い

っ
て
も
年
齢
制
限
や
資
格

の
有
無
を
条
件
と
し
た
り

住
民
票
を
移
さ
な
け
れ
ば

雇
用
し
な
い
所
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
企
業
、
事
業
者

側
に
避
難
先
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
も
雇
用
し
や
す
い
環
境
を

国
県
に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

 

国
に
お
い
て
は
公

共
職
業
安
定
所
内
に
「
被

災
者
支
援
専
用
窓
口
」
と

専
用
員
を
設
け
各
所
で
就

労
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、県
に
お
い
て
も
「
絆

事
業
」
に
よ
る
雇
用
創
出
や

「
ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
け
、
被
災
者
へ

の
巡
回
相
談
を
実
施
し
て
い

る
。

　
　

 

現
段
階
に
お
い
て

大
熊
町
の
産
業
復
興
、
雇

用
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

　
　

 

現
段
階
で
は
、
大

熊
町
の
就
労
・
雇
用
に
つ
い

て
は
述
べ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
取
り
戻
す
事

を
第
一
と
考
え
、
そ
の
間
、

除
染
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
発

　 

復
興
に
向
け
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
設
置
を

　 

経
験
豊
富
な
人
材
登
用
は
不
可
欠

　 

雇
用
し
や
す
い
環
境
を

　 

各
所
で
就
労
相
談
を
実
施

え
た
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
出
来
る
だ
け

早
い
機
会
に
ビ
ジ
ョ
ン
を

提
示
す
る
。

現
地
本
部
を
坂
下
ダ
ム

に
設
置
す
る
が
、
将
来
の

大
熊
町
を
造
る
と
い
う
中

心
に
な
っ
て
も
ら
い
「
町

の
中
心
は
ど
こ
に
造
る
」

「
医
療
や
福
祉
は
ど
の
よ

う
な
姿
が
よ
い
の
か
」「
教

育
・
商
店
街
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
」
と
言
っ
た
政
策

課
題
の
検
討
を
し
て
も
ら

う
。そ

の
た
め
に
、
震
災
当

初
か
ら
復
興
事
業
に
携
わ

り
、
状
況
を
十
分
熟
知
し

て
い
る
経
験
豊
富
な
人
材

の
登
用
は
不
可
欠
で
あ

り
、
色
々
な
助
言
・
協
力

を
し
て
頂
く
体
制
を
つ
く

り
、
町
の
あ
る
べ
き
姿
を

１
日
で
も
早
く
ま
と
め
て

い
き
た
い
。

電
所
事
故
の
収
束
、
廃
炉

以
外
に
魅
力
あ
る
新
し
い

産
業
創
出
を
検
討
し
て
い

く
。

　
　

 

本
格
除
染
終
了
後

は
、
詳
細
か
つ
長
期
的
な
放

射
線
量
の
測
定
と
公
開
が

安
心
し
て
帰
る
た
め
に
不
可

欠
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
町
職
員
の
負
担

を
考
え
、
外
部
の
専
門
機
関

に
委
託
し
町
で
管
理
し
て
は

ど
う
か
。

ま
た
、
除
染
終
了
後
線

量
が
上
が
っ
た
場
合
ど
う
す

る
の
か
。

　
　

   

除
染
後
の
放
射
線

管
理
、
詳
細
な
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
や
各
家
庭
の
線
量
管

理
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

外
部
の
専
門
業
者
に
測

定
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
も

除
染
終
了
ま
で
検
討
す
る
。

除
染
後
の
対
応
は
、
国
か

ら
生
活
安
全
被
爆
基
準
が

明
確
さ
れ
て
い
な
い
が
示
さ

れ
た
段
階
で
、
再
度
除
染
が

必
要
で
あ
れ
ば
実
施
す
る
。

加藤　良一 議員

阿部　光國 議員

問

問

答

答

加
藤

阿
部

阿
部

阿
部

町
長

町
長

町
長

町
長

一  

般  

質  

問

除　

染
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平
成
24
年
11
月
に

行
っ
た
復
興
庁
の
住
民
意

向
調
査
に
よ
る
と
、
大
熊

町
に
「
戻
り
た
い
」
と
考

え
て
い
る
人
が
町
民
全
体

の
11
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
帰
還
困
難
区
域
」
は

他
町
村
と
は
ケ
タ
違
い
の

高
線
量
放
射
線
カ
所
が
数

多
く
点
在
し
除
染
を
し
て

も
追
い
つ
け
な
い
現
状
に

あ
る
。

加
え
て
中
間
貯
蔵
施
設

の
設
置
や
原
発
の
廃
炉
作

業
の
行
程
が
表
面
化
す
れ

ば
「
戻
れ
な
い
人
」
が
急

増
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ

る
。町

長
は
「
大
熊
町
復
興

計
画
」
を
基
に
、
一
日
も

早
く
一
人
で
も
多
く
の
町

民
が
帰
還
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
努
力
す
る
と
、
平

成
25
年
度
施
政
方
針
の
中

で
述
べ
て
い
る
が
、
逆
コ

ー
ス
に
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。

よ
っ
て
原
発
の
完
全
収

束
は
も
と
よ
り
、
中
間
貯

　
　

人
間
の
記
憶
と
は

日
を
重
ね
る
ご
と
に
薄
れ

て
ゆ
く
。

災
害
の
風
化
防
止
と
過

去
の
検
証
を
ふ
ま
え
て
発

災
後
の
記
録
作
成
、
開
示

等
、
復
興
に
向
け
た
町
政

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

   　
　

記
録
に
つ
い
て
は

災
害
対
策
本
部
に
て
経
過

を
時
系
列
に
ま
と
め
て
あ

る
の
で
、
出
来
る
だ
け
早

い
時
期
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
配
慮
し
て
提
示
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

　
　

表
土
剥
ぎ
取
り
で

線
量
が
9
割
が
低
減
し
て

い
る
。

剥
ぎ
取
っ
た
表
土
を
仮

置
き
し
た
ま
ま
で
は
農
地

と
し
て
の
活
用
は
不
可
能

で
あ
る
。

県
の
方
針
で
は
予
防
的

防
護
措
置
を
準
備
す
る
区

域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
を
暫
定
的

に
５
㌔
㍍
圏
の
範
囲
と
決

め
た
た
め
、
現
在
の
役
場

移
転
も
考
え
な
け
れ
ば
な

蔵
施
設
の
設
置
を
是
と
判

断
す
る
際
に
は
「
帰
還
困

難
区
域
」
へ
の
住
民
の
帰

還
は
断
念
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　

私
の
基
本
的
理
念

は
、
帰
り
た
い
人
が
い
る

以
上
は
時
間
が
か
か
っ
て

も
除
染
し
て
帰
れ
る
環
境

を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
。

中
間
貯
蔵
施
設
は
決
し

て
町
民
が
住
め
な
く
な
る

よ
う
な
認
識
は
持
っ
て
い

な
い
。

原
点
に
立
ち
返
っ
て
し

っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
間
違
っ
た
ら
そ
の

時
点
で
微
調
整
を
は
か
り

方
向
転
換
し
て
い
く
。

町
民
の
声
は
ほ
と
ん
ど

国
に
対
し
要
望
済
み
で
あ

る
。今

後
復
興
に
向
け
て
本

当
に
実
現
で
き
る
よ
う

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

行
く
。

ら
な
い
。

役
場
移
転
、
町
営
復
興

住
宅
等
の
整
備
で
、
居
住

地
と
し
て
斬
新
な
町
づ
く

り
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

将
来
に
向
け
て
は

は
除
草
に
よ
る
保
全
対

策
、
土
壌
肥
よ
く
対
策
等

で
農
地
と
し
て
の
復
活
対

応
が
必
要
で
あ
る
。

当
面
は
除
染
や
、
治
安

維
持
の
基
地
と
し
て
活
用

し
、
今
後
の
復
興
拠
点
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
進
め

て
ゆ
く
。

役
場
機
能
の
移
転
に
つ

い
て
は
復
興
計
画
と
も
関

連
し
て
い
る
の
で
時
期
尚

早
と
思
っ
て
い
る
。

問

答

堀
川

松
永

松
永

町
長

町
長

町
長

松
永
　
秀
篤 

議
員

堀
川
　
亘
夫 

議
員

　 発災後の記録の作成と開示を求める

　 早い時期に提示したい

　 「帰還困難区域」への帰還は断念すべき

　 除染して帰れる環境をつくる

問

答

一  

般  

質  

問
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2
月
22
日
大
川
原
字
南
平
地
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
、
先
行
除
染
の
現
地
視
察
を
し

ま
し
た
。

除
染
に
は
、
①
今
日
現
在
で
延
べ
5
〜
6
0
0
0
人
が
従
事
し
て
い
る
②
地
元
大
熊

町
の
建
設
業
協
会
が
除
染
組
合
を
設
立
し
対
応
し
て
い
る
③
作
業
方
法
も
夫
沢
、
下
野

上
で
実
施
し
た
モ
デ
ル
除
染
事
業
よ
り
も
進
歩
し
て
い
る
④
帰
宅
可
能
を
目
的
と
し
て

線
量
低
減
の
た
め
に
工
法
等
を
考
案
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
ま

し
た
。

現  

地  

視  

察

常
磐
自
動
車
道

県
道
い
わ
き
浪
江
線

ライスセンター

農地：15.5ha
（畦畔）

森林：6.7ha

富岡町

仮置場

工　種 数　　量
家　屋 5 軒
公　園 5,775 ㎡
道　路 21,565 ㎡
法　面 2,349 ㎡
農　地 155,454 ㎡
森　林 67,387 ㎡
仮置場 18,900 ㎡

工　期　平成24年12月６日〜平成25年３月29日
　　　　（降雪・農地剥ぎとりの厚さの変更により２カ月延長する予定）
効　果
　①建物　壁は効果あり。屋根は材質によって異なる。ざらざ

らな材質は難しい。
　②農地　10㎝表土剥ぎとりで９割低減。
　③森林　人手がかかる。一通り実施したが１割程度の効果し

か出ていない。実施しても上から流れてくるので現
在工法を検討している。

ふるさと再生 大川原除染
28haへ向けて（　　  ）
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ふるさと再生

雨樋ふきとり 山林除染 仮置場設置

法面客土吹付け 機械による草刈り・ロール 枝葉破砕
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常
任
委
員
会
報
告

請 

願 

審 

査

2
月
20
日
、
大
熊
中
学
校
の
仮
設
校
舎
を
視

察
し
ま
し
た
。

教
育
環
境
の
充
実
を
目
指
し
、
役
場
と
同
居

し
て
い
る
学
び
舎
を
、
新
た
に
会
津
若
松
市
一

箕
町
に
建
設
し
て
お
り
ま
す
。

各
教
室
や
図
書
室
な
ど
を
視
察
し
、
防
音
対

策
や
照
明
に
つ
い
て
改
善
を
要
望
し
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
の
方
よ
り
要
望
が
あ
っ
た
、
墓

地
の
除
染
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

町
か
ら
国
へ
要
望
し
た
結
果
、
帰
還
困
難
区

域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
共
同
墓
地
22
カ
所
に
つ

い
て
、
除
草
と
お
墓
参
り
が
で
き
る
環
境
整
備

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
居
住
制
限
と
避
難
指
示
解
除
準
備
区

域
に
つ
い
て
は
、
除
染
の
際
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
仮
設
校
舎
の
建
設
状
況
を
視

察
し
、
工
程
の
確
認
や
材
質
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

請　

願　

者　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県

　
　
　
　
　
　

連
合
会
相
双
地
区
連
合
会

　
　
　
　
　
　

議
長　

鈴
木　

政
巳

住　
　
　

所　

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
大
字
波
倉

　
　
　
　
　
　

字
小
浜
作
12

紹
介
議
員　

松
永　

秀
篤

付
託
委
員
会　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

処
理
経
過　

全
会
一
致
で
採
択

　
　
　
　
　
　

福
島
労
働
局
長
に
意
見
書
を
提
出

福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願
に
つ
い
て

請　

願　

者　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島
県

　
　
　
　
　
　

連
合
会
相
双
地
区
連
合
会

　
　
　
　
　
　

議
長　

鈴
木　

政
巳

住　
　
　

所　

福
島
県
双
葉
郡
楢
葉
町
大
字
波
倉

　
　
　
　
　
　

字
小
浜
作
12

紹
介
議
員　

加
藤　

良
一

付
託
委
員
会　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

処
理
経
過　

全
会
一
致
で
採
択

　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

　
　
　
　
　
　

総
務
大
臣
に
意
見
書
を
提
出

地
方
財
源
の
確
保
を
求
め
る

意
見
書
提
出
の
請
願
に
つ
い
て

完成した中学校

あの日のまま
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要  

望  

活  

動 一日も早く「先の見通し」を示せ　国へ要望

３月25日〜26日に町がかかえる課題を各大臣に要望するとともに、福島県選出国会
議員と懇談し、地元の立場から復興を働きかけるよう要望しました。

要　望　書　（ 要　旨 ）

東日本大震災、福島第一原子力発電所事故から概に２年を経過している。月日は経つ
ものの、目に見える形では一向に進まないのが現状である。日本の歴史上未曾有の本件
事故にあたり、国は本町早期復興に向けて前面に立って被災地・被災住民の現状に寄り
添い、切れ目なく実効性のある施策に取り組むことを要望する。

１　福島第一原子力発電所事故の完全収束に向け、地域への安全を最優先し、国は責任
を持って対応すること。

２　賠償は、被害を完全に補償するとともに生活再建できるまでの支援を国の責任で行
うこと。

３　生涯に亘る健康管理に関する法的措置を整備すること。
４　特定原子力施設が在する当町の、復興に向けて具体的施策を国家事業として早急に

策定、実行すること。
５　除染作業の完全実施を徹底すること。
６　インフラ整備は、国家事業と位置づけ被災地の将来像を明らかにし、スピード感を

伴って取り組むこと。
７　中間貯蔵施設候補地調査は管理・運用計画、予定地となる地域住民に説明責任を果

たすべきである。
８　町外コミュニティ、災害公営住宅の整備が急務であり政府は前面に出て対策に当た

るべきである。
９　高速道路無料化は避難指示が解除され、完全に帰還するまでと規定すべきである。
10　一日も早く「先の見通し」とこれを実現するための様々な分野における具体的施策

を示せ。

上記の具体的な対応について、時間軸を明確にした上で答えを求める。

菅原一秀経産副大臣に要望 大島理森復興加速化本部長との懇談
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議
会
だ
よ
り  

お
お
く
ま
No.24
H25.5

サークル
紹介

今回は

をご紹介します。

代　表 　斉藤　絹子

会津若松市
長原仮設住宅手芸の会

12おおくま議会だより第24号
2013年5月１日発行

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し

会
津
に
も
３
度
目
の
春
が
訪
れ
ま
し
た
。

冬
に
は
厳
し
い
寒
さ
と
想
像
以
上
の

積
雪
、
夏
に
は
突
き
刺
す
よ
う
な
日
差

し
と
盆
地
特
有
の
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ

日
々
の
生
活
に
も
慣
れ
た
感
じ
は
あ
り

ま
す
が
、
温
暖
な
気
候
の
我
が
ふ
る
さ

と
を
思
う
と
時
折
目
頭
が
熱
く
な
り
ま

す
。阿

武
隈
山
脈
を
眺
め
熊
川
で
遊
ん
だ

あ
の
日
々
を
、
今
後
ど
う
や
っ
て
取
り

戻
す
か
を
考
え
な
が
ら
、
会
津
藩
什

じ
ゅ
う

の

掟お
き
てを

学
び
「
会
津
で
生
か
さ
れ
て
い
る
」

今
日
こ
の
頃
で
す
。

広
報
公
聴
委
員　

吉
岡　

健
太
郎

編
集
後
記

　今号の表紙の題字は大熊中学校１年（平成22年度当時）
の小林直貴さんです。
　全241点の応募から、22点を採用し題字として使わせていただ
いております。

題字の紹介

３
・
11
よ
り
何
度
か
住
家
を
変
え

平
成
23
年
11
月
に
長
原
仮
設
住
宅
へ

入
居
し
ま
し
た
。

見
ず
知
ら
ず
の
方
に
大
変
な
支
援

を
頂
き
、
そ
ん
な
中
、
三
多
摩
司
法

書
士
会
様
よ
り
卓
球
台
と
ミ
シ
ン
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
の
ミ
シ
ン
を
活
用
し
よ

う
と
5
人
の
メ
ン
バ
ー
で
手
芸
の
会

を
発
足
し
ま
し
た
。

今
で
は
７
人
と
な
り
毎
週
土
曜
日

9
時
30
分
よ
り
13
時
ま
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
、
三
多
摩
司
法
書
士
会

の
方
々
が
来
て
く
だ
さ
る
と
言
う
事

で
、
お
礼
に
全
員
で
な
に
か
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
し
よ
う
と
、
ポ
ー
チ
、
小
物

入
れ
、
楊
枝
入
れ
等
を
一
生
懸
命
作

り
差
し
上
げ
る
事
が
で
き
、
と
て
も

喜
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
講
師
の
鈴
木
先
生
も
一
人

ひ
と
り
丁て

い
ね
い寧

に
教
え
て
下
さ
り
、
皆

で
今
度
は
ど
ん
な
作
品
を
作
ろ
う
か

ど
ん
な
布
で
縫
お
う
か
と
無
い
頭
を

捻ひ
ね

る
の
も
楽
し
み
で
す
。

早
い
人
は
何
作
も
出
来
上
が
り
お

姑
さ
ん
、
お
友
達
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

昨
年
は
会
津
若
松
の
老
人
ク
ラ
ブ

作
品
展
に
も
出
品
し
、
な
か
な
か
の

好
評
で
し
た
。

笑
い
の
絶
え
な
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。

委

員

長
　
　
加
藤
　
良
一

副
委
員
長
　
　
阿
部
　
光
國

委
　
員
　
　
廣
嶋
　
公
治

委
　
員
　
　
伊
藤
　
昌
夫

委
　
員
　
　
仲
野
　
　
剛

委
　
員
　
　
吉
岡
健
太
郎

委
　
員
　
　
石
田
　
洋
一

発
行
責
任
者
　
　
千
葉
　
幸
生
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報
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楽しくバッグつくってます。（鈴木先生：前列中央）


